
を
挙
げ
た
病
院
は
71
・
０
％

に
達
し
た
。
要
因
に
は
「
他

産
業
よ
り
低
い
賃
金
水
準
」

（
61
・
７
％
）
や
「
近
隣
施
設

と
の
競
合
」（
60
・
５
％
）
が

並
び
、
地
域
の
労
働
人
口
減

少
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
採
用
難
を
背
景

に
、
病
院
の
７
割
超
が
人
材

紹
介
会
社
を
利
用
し
、
１
施

設
あ
た
り
の
平
均
紹
介
手
数

料
は
１
４
６
９
万
円
に
の
ぼ

員
を
確
保
で
き
て
い
な
い
と

回
答
し
、
不
足
職
種
と
し
て

「
看
護
師
」
を
挙
げ
た
病
院
は

79
・
６
％
、「
看
護
補
助
者
」

る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
医

師
採
用
で
は
１
件
あ
た
り
５

０
０
万
円
超
の
例
も
確
認
さ

れ
、
医
療
機
関
の
収
益
の
一

部
が
外
部
へ
流
出
す
る
構
造

が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。
診

療
報
酬
を
財
源
と
す
る
以
上
、

医
療
機
関
は
採
用
コ
ス
ト
を

診
療
価
格
に
反
映
で
き
ず
、

そ
の
負
担
は
経
営
に
直
接
跳

ね
返
る
。

　
ま
た
、
外
来
や
慢
性
期
医

療
を
中
心
と
す
る
医
療
機
関

で
は
、
紹
介
料
が
経
常
利
益

に
占
め
る
割
合
が
相
対
的
に

大
き
く
、
経
営
上
の
意
思
決

定
に
影
響
を
及
ぼ
す
ケ
ー
ス

も
指
摘
さ
れ
る
。

 　
診
療
報
酬
に
は
厳
格
な
人

員
配
置
基
準
が
設
定
さ
れ
、

基
準
を
満
た
せ
な
け
れ
ば
減

算
や
区
分
変
更
の
対
象
と
な

る
。
職
員
が
急
に
退
職
し
た

場
合
、
限
ら
れ
た
期
間
で
補

充
す
る
必
要
が
生
じ
る
も
の

の
、
自
主
採
用
で
は
対
応
が

難
し
く
、
高
額
な
紹
介
契
約

に
踏
み
切
る
例
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。

　
ま
た
、
紹
介
会
社
の
保
証

期
間
終
了
後
に
離
職
し
、
再

度
紹
介
が
行
わ
れ
る
ケ
ー
ス

も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

結
果
と
し
て
紹
介
手
数
料
が

繰
り
返
し
発
生
す
る
「
回
転

ド
ア
型
」
の
採
用
構
造
は
、

医
療
機
関
の
採
用
コ
ス
ト
を

不
安
定
化
さ
せ
て
い
る
。
採

用
費
が
累
積
し
や
す
い
こ
の

仕
組
み
は
、
職
員
定
着
の
重

要
性
を
一
層
際
立
た
せ
て
い

る
。

 　
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、

厚
労
省
は
２
０
２
５
年
度
か

ら
有
料
職
業
紹
介
事
業
者
に

対
し
、
手
数
料
率
・
離
職
率
・

紹
介
実
績
の
開
示
を
義
務
づ

け
、
優
良
事
業
者
認
定
制
度

の
見
直
し
や
監
督
の
強
化
を

進
め
て
い
る
。
中
医
協
で
は
、

人
材
紹
介
料
が
前
年
比
20
％

超
の
伸
び
を
示
す
現
状
を
踏

ま
え
、
人
数
維
持
型
か
ら
成

果
・
持
続
性
重
視
型
の
評
価

体
系
へ
の
転
換
が
議
論
さ
れ

て
い
る
。

　
高
市
首
相
は
所
信
表
明
で

「
赤
字
に
苦
し
む
医
療
・
介
護

現
場
へ
の
支
援
を
最
優
先
に
」

と
述
べ
、
診
療
報
酬
改
定
を

待
た
ず
に
賃
上
げ
支
援
の
前

倒
し
実
施
を
示
し
た
。
２
０

２
６
年
度
診
療
報
酬
改
定
の

基
本
方
針
で
も
、
医
療
従
事

者
の
処
遇
改
善
と
人
材
確
保

が
主
要
論
点
と
し
て
掲
げ
ら

れ
た
。

　
一
方
で
、
紹
介
料
が
診
療

報
酬
を
財
源
と
す
る
医
療
機

関
の
収
益
か
ら
支
払
わ
れ
る

構
造
が
続
く
限
り
、
処
遇
改

善
に
充
て
る
べ
き
資
金
の
一

部
が
本
来
の
目
的
通
り
に
機

能
し
な
い
と
い
う
制
度
的
課

題
は
残
さ
れ
て
い
る
。
医
療

人
材
の
確
保
と
定
着
を
図
る

た
め
に
は
、
地
域
内
で
の
共

同
採
用
や
人
材
バ
ン
ク
の
整

備
、
教
育
・
研
修
の
基
盤
強

化
な
ど
、
公
的
財
源
を
適
切

に
人
材
育
成
に
投
資
で
き
る

北 海 道 保 険 医 新 聞

　
そ
の
年
話
題
に
な
っ
た
言

葉
を
選
ぶ
「
新
語
・
流
行
語

大
賞
」
の
季
節
が
や
っ
て
来

た
。
そ
こ
に
「
チ
ャ
ッ
ピ
ー
」

が
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
。
対

話
型
Ａ
Ｉ「ChatGPT

」の
愛

称
と
し
て
若
年
層
に
親
し
ま

れ
て
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
で
入
力

し
た
質
問
に
対
し
て
、
自
然

な
対
話
形
式
で
Ａ
Ｉ
が
答
え

て
く
れ
る
▼ChatGPT

に
代

表
さ
れ
る
生
成
Ａ
Ｉ
は
こ
こ

２
、
３
年
で
急
速
に
進
化
し

た
。
医
療
分
野
に
お
い
て
も

カ
ル
テ
を
自
動
作
成
す
る
ボ

イ
ス
チ
ャ
ー
ト
が
出
現
し
た
。

患
者
と
の
会
話
を
録
音
・
要

約
し
て
電
子
カ
ル
テ
作
成
に

か
か
る
業
務
の
効
率
化
が
図

ら
れ
る
。
将
来
、
医
療
Ｄ
Ｘ

化
の
必
須
ア
イ
テ
ム
と
な
る

こ
と
は
確
実
だ
▼
カ
ル
テ
も

レ
セ
プ
ト
も
手
書
き
だ
っ
た

頃
か
ら
、
今
や
レ
セ
コ
ン
は

当
た
り
前
、Ｘ
線
な
ど
医
療
機

器
は
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
、
オ

ン
ラ
イ
ン
請
求
、
さ
ら
に
マ

イ
ナ
カ
ー
ド
が
加
わ
っ
た
。

果
た
し
て
こ
の
変
化
に
ど
こ

ま
で
つ
い
て
行
け
る
だ
ろ
う

か
▼
Ａ
Ｉ
は
あ
く
ま
で
人
間

を
補
助
す
る
ツ
ー
ル
で
あ
る
。

診
断
結
果
を
鵜
呑
み
に
せ
ず
、

医
師
の
経
験
や
知
識
と
照
ら

し
合
わ
せ
て
、
最
善
の
治
療

法
を
選
択
す
る
こ
と
が
重
要

だ
。Ｓ
Ｆ
映
画
の
よ
う
に
人
間

が
Ａ
Ｉ
に
支
配
さ
れ
る
世
界

に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。
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主な目次　

歯
科
保
険
診
療
研
究

●
ど
さ
ん
こ
通
信
１
７
９

●
２
０
２
５
年
度　

支
部
長
会

解
説「
厚
労
省『
損
税
』補
填
の

誤
り
認
め
る
」

…
面
２

●
時
論「
医
療
改
善
と『
損
税
』

の
壁
」

●
…
面
３

●
…
面
４

●
会
員
訪
問

読
後
感

●

課
題
と
化
し
て
い
る
。
福
祉

医
療
機
構
（
Ｗ
Ａ
Ｍ
）
の
２

０
２
５
年
度
調
査
で
は
、
病

院
の
74
・
７
％
が
必
要
な
職

減
少
傾
向
に
あ
る
と
述
べ

た
。
ま
た
、
医
療
施
設
に
つ

い
て
も
病
院
・
歯
科
診
療
所

と
も
に
全
道
的
に
減
少
し
て

い
る
と
指
摘
し
た
。

　

さ
ら
に
、
本
会
政
策
部
で

行
っ
た
医
薬
品
・
特
定
保
険

医
療
材
料
等
の
購
入
に
係
る

消
費
税
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

を
踏
ま
え
、
い
わ
ゆ
る
「
逆

ザ
ヤ
」
問
題
が
深
刻
で
あ
る

と
強
く
訴
え
た
。国
に
対
し
、

消
費
税
に
見
合
っ
た
価
格
決

定
、
あ
る
い
は
医
療
費
に
対

す
る
消
費
税
の
軽
減
税
率
・

ゼ
ロ
税
率
を
求
め
て
い
く
べ

き
と
主
張
し
た
。

　

一
方
、
道
医
の
佐
古
和
廣

副
会
長
か
ら
は
医
療
機
関
の

経
営
状
況
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
、
昨
今
問
題
と
な
っ
て

い
る
病
院
経
営
の
悪
化
は
、

人
件
費
と
物
価
の
高
騰
、
そ

し
て
患
者
数
の
長
期
的
減
少

と
い
う
複
合
的
な
要
因
に
よ

る
と
説
明
し
た
。
加
え
て
、

公
定
価
格
で
あ
る
診
療
報
酬

は
コ
ス
ト
増
を
価
格
転
嫁
で

き
ず
、
２
年
に
１
度
の
改
定

と
い
う
制
度
自
体
に
構
造
的

問
題
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。

　

最
後
に
、
今
後
も
様
々
な

話
題
に
つ
い
て
懇
談
を
も
ち

情
報
・
意
見
交
換
を
し
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
、
懇
談
は

終
了
し
た
。 

下
７
名
が
出
席
し
た
。

　

冒
頭
、
松
家
会
長
と
橋
本

会
長
に
よ
る
挨
拶
に
続
き
、

道
医
及
び
本
会
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
「
医
療
の
現
況
」

に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
た
。

　

ま
ず
本
会
の
伊
藤
正
美
政

策
部
長
が
、
北
海
道
が
公
表

し
て
い
る
デ
ー
タ
を
基
に
、

医
師
・
歯
科
医
師
数
の
年
次

推
移
を
示
し
、
医
師
数
は
２

０
０
６
年
か
ら
２
０
２
２
年

に
か
け
て
全
道
で
は
増
加
し

て
い
る
が
、
そ
の
増
加
は
都

市
部
に
集
中
し
、
地
方
で
は

減
少
し
て
い
る
と
説
明
し

た
。
歯
科
医
師
数
に
つ
い
て

は
地
方
を
中
心
に
全
道
的
に

　

本
会
は
11
月
10
日
、
一
般

社
団
法
人
北
海
道
医
師
会

（
以
下
、
道
医
）
と
懇
談
会

を
開
催
し
た
。
道
医
か
ら
は

松
家
治
道
会
長
以
下
７
名
、

本
会
か
ら
は
橋
本
透
会
長
以

　

医
療
人
材
不
足
が
構
造
的

　

医
療
人
材
不
足
と
人
材
紹
介
手
数
料
の
高
騰
が
、
医
療
機

関
の
経
営
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
高
市
政
権
は

人
材
確
保
を
最
優
先
課
題
に
掲
げ
、
２
０
２
６
年
度
診
療
報

酬
改
定
の
基
本
方
針
で
も
処
遇
改
善
と
人
材
確
保
が
主
要
論

点
と
な
っ
た
。
だ
が
、
処
遇
改
善
に
充
て
る
べ
き
財
源
が
紹

介
料
と
し
て
外
部
に
流
出
す
る
構
造
は
、
依
然
と
し
て
未
解

決
の
ま
ま
医
療
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
。橋本会長 松家道医会長

（
Ｔ
・
Ｉ
）

仕
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。

　
医
療
人
材
市
場
の
流
動
化

が
進
む
な
か
、
紹
介
料
支
出

の
増
加
は
単
な
る
経
営
負
担

に
と
ど
ま
ら
ず
、
公
的
財
源

の
循
環
構
造
そ
の
も
の
に
影

響
を
及
ぼ
し
う
る
。
処
遇
改

善
に
向
け
た
政
策
が
講
じ
ら

れ
て
も
、
そ
の
財
源
が
採
用

コ
ス
ト
と
し
て
外
部
へ
流
出

し
続
け
れ
ば
、
施
策
の
実
効

性
は
十
分
に
発
揮
さ
れ
な
い
。

医
療
機
関
が
安
定
的
に
人
材

を
確
保
し
、
地
域
で
働
き
続

け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る
に

は
、
採
用
プ
ロ
セ
ス
の
透
明

性
を
高
め
、
公
的
財
源
を
適

切
に
活
用
で
き
る
制
度
設
計

が
求
め
ら
れ
る
。
限
ら
れ
た

財
源
を
い
か
に
人
材
育
成
と

定
着
に
結
び
つ
け
る
か
が
、

今
後
の
医
療
提
供
体
制
の
持

続
性
を
左
右
す
る
。

医療の現況について
議論を交わす

北海道医師会と懇談
人
材
不
足
と

　
　

紹
介
料
の
膨
張

制
度
要
件
と

　
　
　
　

採
用
負
担

政
策
対
応
と

　
　
　
　

残
る
課
題

財
源
外
部
流
出
と
処
遇
改
善
の
乖
離

医
療
人
材
確
保
の
構
造
問
題

　12月1日にすべての健康保険証が期限切れとなりました。しか

し厚労省は11月12日付の事務連絡「マイナ保険証を基本とする仕

組みへの移行について（周知）」で、移行期の特別措置として、期限

が切れた保険証であっても資格が確認できれば2026年3月末まで

使用できると通知しました。

　つまり、「保険証廃止」を決めながら、その一方で期限切れ保険証

の利用を認めざるを得ないという矛盾した状況が続いています。

　医療現場ではオンライン資格確認の不具合も続き、マイナ保険

証だけでは安心して受診できません。従来の保険証こそ、確実で

安全な受診の手段です。

　本会では従来の健康保険証復活の請願署名運動を実施しています。

　ぜひご協力をよろしくお願いします。

請願署名ご協力のお願い
従来の保険証を返せ！

お問い合わせは本会事務局 まで011-231-6281

●請願事項：従来の健康保険証を
　　　　　   復活させてください。

●締　　切：12月19日（金）

※署名用紙は本会新聞11月5日号に

　同封しています。

※集まった署名は本会に送付願います。

　署名用紙・返信用封筒が必要な場合

　はご連絡ください。



熱
費
の
計
上
漏
れ
、
公
費
単

独
レ
セ
プ
ト
分
の
除
外
な
ど

が
重
な
り
、
２
０
２
２
年
度

の
全
体
補
填
率
は
修
正
後

98
・
９
％
へ
と
低
下
。
補
填

方
式
が
平
均
で
あ
る
う
え
、

そ
の
前
提
と
な
る
集
計
自
体

に
も
誤
り
が
あ
っ
た
と
い
う

事
実
は
、
制
度
の
信
頼
性
を

根
底
か
ら
揺
る
が
し
て
い
る
。

　
加
え
て
、医
療
材
料
の
「
逆

ザ
ヤ
」
も
深
刻
で
あ
る
。
昨

今
の
物
価
高
騰
や
円
安
の
影

響
で
医
療
材
料
の
仕
入
価
格

が
上
昇
し
、
多
く
の
医
療
機

関
で
購
入
価
格
が
償
還
価
格

を
上
回
る
現
象
が
広
が
っ
て

い
る
。
２
０
２
３
年
度
に
は

機
能
区
分
全
体
の
３
割
超
で

逆
ザ
ヤ
が
発
生
し
た
と
の
報

告
も
あ
る
。
購
入
価
格
が
高

騰
し
て
も
保
険
診
療
は
公
定

価
格
の
た
め
、
医
療
機
関
は

そ
の
差
額
を
負
担
せ
ざ
る
を

得
な
い
。

　
損
税
負
担
に
補
填
が
追
い

つ
か
ず
、
材
料
費
ま
で
も
逆

ザ
ヤ
と
な
る
現
状
は
、
個
別

医
療
機
関
の
現
場
の
実
態
に

基
づ
い
て
い
な
い
現
制
度
の

　
し
か
し
、
こ
の
補
填
方
式

は
各
医
療
機
関
の
実
際
の
控

除
対
象
外
消
費
税
を
精
確
に

反
映
す
る
仕
組
み
で
は
な
く
、

病
院
・
診
療
所
・
歯
科
な
ど

の
類
型
ご
と
に
、
平
均
的
な

経
費
構
造
を
前
提
に
設
計
さ

れ
た 「
平
均
補
填 

」
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
設
備
投
資
の
比

率
が
高
い
病
院
や
、
医
療
材

料
・
光
熱
費
・
消
耗
品
な
ど

運
営
経
費
の
比
重
が
大
き
い

診
療
所
・
歯
科
診
療
所
等
で

は
、
平
均
補
填
額
が
実
際
の

負
担
に
追
い
つ
か
ず
、
医
療

機
関
間
で
補
填
率
に
ば
ら
つ

き
が
生
じ
て
い
る
。

　
そ
の
脆
弱
さ
は
10
月
の
中

医
協
総
会
で
厚
労
省
が
過
去

３
年
分
の
補
填
額
の
集
計
誤

り
を
認
め
た
こ
と
で
一
層
明

確
に
な
っ
た　
　

。
水
道
光

る
消
費
税
は
「
控
除
対
象
外

消
費
税
」
と
し
て
丸
ご
と
医

療
機
関
の
負
担
に
な
る
。

　
輸
出
企
業
に
は
還
付
さ
れ

る
税
が
、
医
療
に
は
戻
ら
な

い
と
い
う
構
造
的
な
ゆ
が
み

が
あ
る
。
控
除
対
象
外
消
費

税
こ
そ
が
、
医
療
に
お
け
る

「
損
税
」
の
本
質
で
あ
る
。

　
医
療
機
関
の
損
税
負
担
に

対
応
す
る
た
め
、
政
府
は
診

療
報
酬
に
「
消
費
税
補
填
分
」

を
上
乗
せ
し
て
き
た
。

組
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
医
療
機
関
の
保
険

診
療
は
「
非
課
税
」
で
あ
る
。

非
課
税
と
聞
く
と
一
見
負
担

が
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、

実
際
に
は
保
険
診
療
分
で
は

仕
入
税
額
控
除
が
使
え
ず
、

医
療
材
料
・
機
器
更
新
・
光

熱
費
な
ど
の
支
出
に
含
ま
れ

戻
る
。
消
費
税
が
国
内
消
費

へ
の
税
で
あ
る
以
上
、
海
外

で
消
費
さ
れ
る
商
品
に
税
を

課
さ
な
い
と
い
う
、
消
費
税

の
原
則
に
基
づ
く
扱
い
だ
。

企
業
が
仕
入
で
負
担
し
た
消

費
税
は
仕
入
税
額
控
除
に

よ
っ
て
清
算
さ
れ
、
理
論
上

は
過
不
足
が
生
じ
に
く
い
仕

　
消
費
税
は
本
来
、
消
費
者

が
負
担
し
、
事
業
者
が
納
め

る
税
金
で
あ
る
。

　
輸
出
企
業
に
は
「
ゼ
ロ
税

率
」
が
適
用
さ
れ
、
仕
入
時

に
支
払
っ
た
消
費
税
が
全
額
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医
療
改
善
と

　
　
　「
損
税
」の
壁

　
医
療
経
営
に
お
け
る
喫

緊
の
課
題
と
し
て
消
費
税

の
「
損
税
」
問
題
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
「
医
療
に
消
費

税
の
概
念
は
な
じ
ま
な
い
」

と
の
理
由
か
ら
、
保
険
診

療
は
非
課
税
と
さ
れ
る
中

で
、
医
薬
品
や
医
療
機
器

の
仕
入
に
支
払
う
消
費
税

分
は
全
て
医
療
機
関
の
持

ち
出
し
と
な
り
、
経
営
を

逼
迫
さ
せ
る
大
き
な
障
壁

と
な
っ
て
い
る
。

　
我
が
国
の
消
費
税
は
、

１
９
８
９
（
平
成
元
）
年

に
最
初
３
％
で
導
入
さ
れ
、

１
９
９
７
（
平
成
９
）
年

に
５
％
、「
社
会
保
障
・
税

一
体
改
革
」
と
し
て
２
０

１
４（
平
成
26
）年
に
８
％
、

医
療
機
関
の
統
廃
合
を
進

め
、
地
域
単
位
で
効
率
的

な
医
療
体
制
の
再
編
に
財

源
を
充
て
る
べ
き
と
の
意

図
が
透
け
て
見
え
る
。
し

か
し
、
単
な
る
効
率
化
は

地
域
医
療
の
空
白
や
住
民

の
生
活
不
安
を
招
き
か
ね

ず
、
医
療
を
受
け
る
人
々

の
生
活
や
安
全
を
ど
う
守

る
か
と
い
う
視
点
が
強
く

求
め
ら
れ
る
。

　
内
政
の
焦
点
は
景
気
回

復
と
医
療
制
度
改
革
に
あ

る
。
新
政
権
は
逼
迫
す
る

医
療
経
営
や
国
民
が
必
要

と
す
る
医
療
提
供
体
制
を

迅
速
に
改
善
で
き
る
の
か
。

改
革
へ
の
道
筋
は
ま
だ
多

く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

２
０
１
９
（
令
和
元
）
年

に
10
％
と
税
率
が
引
き
上

げ
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
間
、

厚
労
省
は
消
費
税
引
き
上

げ
分
に
つ
い
て
「
診
療
報

酬
で
補
填
す
る
」
と
し
た

が
、
改
定
率
に
占
め
る
消

費
税
対
応
分
は
２
０
１
４

年
０
・
63
％
、
２
０
１
９

年
０
・
41
％
と
算
定
根
拠

の
開
示
が
な
い
ま
ま
低
医

療
費
政
策
で
医
療
機
関
の

経
営
は
窮
地
に
追
い
込
ま

れ
て
き
た
。

　
医
療
経
営
に
お
け
る
実

態
は
、
消
費
税
率
が
上
が

る
ほ
ど
損
税
負
担
は
増
大

し
、
特
に
大
規
模
な
医
療

機
関
や
外
科
系
の
診
療
科

な
ど
、
高
額
な
医
療
機
器

の
維
持
や
更
新
を
必
要
と

す
る
現
場
へ
の
影
響
は
深

刻
だ
。
本
会
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
、
約
７
割
の

医
療
機
関
が
赤
字
、
約
６

割
で
医
薬
品
や
特
定
保
険

医
療
材
料
の
逆
ザ
ヤ
が
明

ら
か
と
な
り
、
診
療
報
酬

の
大
幅
引
き
上
げ
や
適
切

な
税
制
改
正
を
求
め
る
声

が
８
割
を
超
え
た
。

　
損
税
問
題
の
根
本
的
な

解
決
に
は
、
中
医
協
で
の

協
議
に
留
ま
ら
ず
、
本
来
、

消
費
税
に
関
す
る
法
令
の

解
釈
や
事
務
運
営
の
調
整
、

企
画
・
立
案
、
指
導
・
監

督
を
所
管
す
る
国
税
庁
で

も
具
体
的
な
検
討
を
進
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。
財

務
省
に
は
、
経
済
原
理
に

ま
か
せ
て
自
然
淘
汰
的
に

り
、
今
回
の
よ
う
な
集
計
誤

り
に
よ
る
影
響
も
生
じ
な
い
。

　
現
在
の
「
非
課
税
＋
平
均

補
填
」
と
い
う
複
雑
な
二
重

構
造
は
、
そ
も
そ
も
損
税
と

い
う
制
度
的
欠
陥
を
上
塗
り

す
る
暫
定
措
置
に
す
ぎ
な
い
。

そ
の
限
界
は
消
費
税
補
填
の

集
計
ミ
ス
、
逆
ザ
ヤ
、
物
価

高
騰
と
い
っ
た
現
象
を
通
じ

て
既
に
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　
　

 

◇　

◇　

◇

　
12
月
は
次
期
改
定
議
論
が

大
詰
め
を
迎
え
る
。
11
月
の

中
医
協
・
保
険
医
療
材
料
専

門
部
会
で
は
、
逆
ザ
ヤ
解
消

へ
「
実
勢
価
格
を
踏
ま
え
た

償
還
価
格
引
き
上
げ
」
を
求

め
る
意
見
も
示
さ
れ
た
。
損

税
と
逆
ザ
ヤ
が
重
な
る
状
況

は
、
医
療
機
関
の
経
営
を
一

段
と
圧
迫
し
て
い
る
。

　
ゼ
ロ
税
率
に
は
税
法
改
正

が
必
要
で
実
現
に
は
時
間
を

要
す
る
が
、
現
場
の
体
力
は

限
界
に
あ
る
。
当
面
は
診
療

報
酬
の
大
幅
な
引
き
上
げ
が

必
須
で
あ
り
、
中
期
的
に
は

ゼ
ロ
税
率
を
含
む
抜
本
的
な

制
度
改
革
が
求
め
ら
れ
る
。

限
界
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
制
度
の
歪
み
を

解
消
す
る
に
は
、
医
療
に
も

ゼ
ロ
税
率
を
適
用
す
る
こ
と

が
最
も
合
理
的
で
あ
る　
　
。

ゼ
ロ
税
率
で
あ
れ
ば
、
医
療

機
関
が
支
払
っ
た
仕
入
消
費

税
が
輸
出
企
業
と
同
様
に
還

付
さ
れ
、
医
療
機
関
の
実
際

の
負
担
額
に
応
じ
て
正
確
な

調
整
が
行
わ
れ
る
。
診
療
報

酬
へ
の
上
乗
せ
が
不
要
と
な

　

医
療
機
関
が
抱
え
る「
損
税
」問
題
は
、単
な
る
経
費
増
で
は
な

く
、税
制
構
造
そ
の
も
の
か
ら
生
じ
て
い
る
。厚
労
省
は
10
月
、損
税

補
填
と
し
て
診
療
報
酬
に
上
乗
せ
し
て
き
た
消
費
税
補
填
分
の
集

計
誤
り
を
認
め
た
。近
年
は
医
療
材
料
の「
逆
ザ
ヤ
」も
広
が
り
、現

行
の
補
填
方
式
が
実
態
に
追
い
つ
い
て
い
な
い
。医
療
に
ゼ
ロ
税
率

を
適
用
す
る
必
要
性
は
一
段
と
高
ま
っ
て
い
る
。

図 医療機関における非課税とゼロ税率の違い

表 2020～2022年度消費税負担の補填状況の修正（中医協総会資料より一部改変）

医療機関

非課税（現状）

※  A：収入のうち診療報酬本体へ上乗せされている消費税分　C：支出のうち課税経費の消費税相当額
※ 2020年度の補填率は第23回医療経済実態調査の対象医療機関等、2021-22年度の補填率は第24回医療経済実態調査の対象医療機関等を対象として計算。
※ 病院、一般診療所、歯科診療所、保険薬局の値は、施設の類型別に算出した値を、施設数に応じて加重平均したもの。
※ 医科全体の値は、病院、一般診療所の値を施設数に応じて加重平均したもの。
※ 全体の補填率は、病院、一般診療所、歯科診療所、保険薬局の値を国民医療費の構成比率等によって算出したもの。

※  消費税率は10％、医療機関の売上はすべて保険診療と仮定

も
う
ゼ
ロ
税
率
し
か
道
は
な
い

厚
労
省「
損
税
」補
填
の
誤
り
認
め
る

見
え
な
い

　
　
　

消
費
税
負
担

補
填
方
式
の
限
界

表

医
療
に

　

ゼ
ロ
税
率
適
用
へ図

（参考）
全体補填率

（参考）
全体補填率

保険薬局歯科診療所医科全体修正前 一般診療所病院

103.9％2020年度
112.7%103.4%87.0%110.1%103.4%補填率（A/C）

補填差額（A-C）

補填率（A/C）

補填差額（A-C）

補填率（A/C）

補填差額（A-C）

104.5%2021年度
89.5%103.2%88.9%113.2%105.6%

106.1%2022年度
91.7%105.4%94.6%112.8%107.1%

修正

保険薬局歯科診療所医科全体修正後 一般診療所病院

108.3％
123.6%105.9%89.6%115.1%107.7%

102.2%
79.6%97.6%87.0%112.0%104.2%

98.9%
91.5%99.5%89.5%103.7%99.3%

控
除
対
象
外
消
費
税
＝
損
税

仕入
消費税
200円

2,000円

4,000円
（受取消費税：

なし）

医業収益（売上） 医業収益（売上）
仕入税額控除
が行えず、消費
税200円分、
医療機関が負担

医療機関

ゼロ税率

仕入
消費税
200円

2,000円

4,000円
（ゼロ税率に
よる消費税
：０円）

消費税納付額
０円ー200円
＝ー200円　
　　　（還付）

2020年度
補填率（A/C）

補填差額（A-C）

補填率（A/C）

補填差額（A-C）

補填率（A/C）

補填差額（A-C）

2021年度

2022年度

解 説
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文
字
と
文
法
知
識
を
足
し
て

い
く
、
そ
し
て
こ
れ
を
繰
り

返
す
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ

や
ア
プ
リ
の
紹
介
、
使
い
方

が
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

　
ち
ょ
う
ど
ス
ペ
イ
ン
に
行

く
予
定
が
あ
っ
た
の
で
、
事

前
に
30
フ
レ
ー
ズ
を
書
き
出

し
、
現
地
で
使
う
準
備
を
し

て
い
た
が
、
ほ
と
ん
ど
英
語

で
済
ん
で
し
ま
っ
た
た
め
不

発
に
終
わ
っ
た
。や
は
り
継
続

性
の
あ
る
環
境
と
努
力
が
必

要
な
の
だ
と
感
じ
た
。

　
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
動
画
で

24
歳
に
し
て
12
ヵ
国
語
を
操

る
著
者
を
知
っ
て
、
自
分
に

も
多
言
語
を
話
せ
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
錯
覚
に
陥
っ

て
同
著
を
購
入
、
研
究
し
て

み
る
こ
と
に
し
た
。

　
上
達
法
の
結
論
か
ら
言
う

と
、
日
常
頻
用
の
30
フ
レ
ー

ズ
と
発
音
を
覚
え
る
、
フ
レ

ー
ズ
の
ス
ト
ッ
ク
を
増
や
す
、

（
Ｇ
・
Ｓ
）

科
衛
生
士
が
主
役
と
し
て
活

躍
で
き
る
医
院
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
衛
生
士
は
本
来
、
と
て
も

専
門
性
の
高
い
職
業
で
す

が
、
多
く
の
医
院
で
は
患
者

さ
ん
の
感
謝
が
院
長
に
集
中

し
が
ち
な
と
こ
ろ
も
多
い
と

思
い
ま
す
。
衛
生
士
が
や
り

が
い
を
感
じ
な
が
ら
働
け
る

環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、
患

者
さ
ん
の
満
足
に
も
つ
な
が

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
ご
趣
味
は

　
以
前
は
筋
ト
レ
や
ラ
ン
ニ

ン
グ
が
好
き
で
し
た
が
、
開

業
後
は
な
か
な
か
時
間
が
取

れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

―
今
後
の
目
標
に
つ
い
て

　
来
年
は
新
卒
ス
タ
ッ
フ
を

採
用
し
、
２
校
の
歯
科
衛
生

衛生士が輝くチームづくりを

南郷やはた歯科　札幌市・白石区170170

略歴
　小樽市出身。2014年３月北海道医療大
学卒業後、道内複数の病院歯科口腔外科
や歯科医院に勤務。2020年３月北海道大
学歯学研究科口腔病態学専修博士課程終
了、博士号取得。2024年４月に南郷やはた
歯科を開業。

ん
が
前
向
き
に
な
れ
る
よ
う

な
治
療
を
提
供
し
た
い
と
考

え
ま
し
た
。
治
療
を
通
じ
て

体
が
良
く
な
っ
た
後
に
、
ホ

ワ
イ
ト
ニ
ン
グ
な
ど
で
口
元

の
印
象
を
整
え
、
通
院
を
重

ね
る
う
ち
に
自
然
と
笑
顔
が

増
え
て
い
く
―
そ
ん
な
医
院

を
つ
く
り
た
い
と
思
い
、
開

業
を
決
意
し
ま
し
た
。

―
開
業
後
苦
労
し
た
こ
と
や
う

　
れ
し
か
っ
た
こ
と

―
本
会
に
入
会
し
た
理
由
は

　
保
険
診
療
を
学
ぶ
機
会
が

少
な
か
っ
た
た
め
、
実
務
的

に
勉
強
し
た
い
と
思
い
入
会

し
ま
し
た
。

―
ご
専
門
は

　
一
般
歯
科
で
す
。

―
開
業
し
た
動
機
な
ど

　
歯
周
病
治
療
な
ど
の
基
本

的
な
診
療
を
き
ち
ん
と
行

い
、
口
の
健
康
を
回
復
さ
せ

た
う
え
で
、
さ
ら
に
患
者
さ

　
最
も
大
変
だ
っ
た
の
は
ス

タ
ッ
フ
の
採
用
と
教
育
で

す
。
体
制
づ
く
り
に
時
間
が

か
か
り
ま
し
た
が
、
最
近
は

患
者
さ
ん
か
ら
ス
タ
ッ
フ
の

対
応
や
技
術
を
褒
め
ら
れ
る

こ
と
が
多
く
な
り
、
自
分
の

こ
と
以
上
に
嬉
し
く
感
じ
て

い
ま
す
。

―
診
療
で
心
が
け
て
い
る
こ
と

　
「
説
明
」
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。
初
診
か
ら
実
際
の

治
療
に
至
る
ま
で
、
複
数
回

の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行

い
、
患
者
さ
ん
に
治
療
内
容

や
重
要
性
を
理
解
し
て
も

ら
っ
て
か
ら
進
め
て
い
ま

す
。

―
ど
の
よ
う
な
医
院
を
目
指
し

　
て
い
ま
す
か

　
院
長
主
体
で
は
な
く
、
歯

士
学
校
か
ら
実
習
生
も
受
け

入
れ
る
予
定
で
す
。
教
育
を

通
じ
て
歯
科
業
界
に
少
し
で

も
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
白
を
基
調
と
し
た
清
潔
感
の

　
あ
る
院
内
と
、
爽
や
か
で
柔

　
ら
か
な
先
生
の
お
人
柄
が
心

　
に
残
り
ま
し
た
。

（
聞
き
手
　
事
務
局 

能
登
谷
）

〈
主
な
協
議・検
討
事
項
〉

①
２
０
２
５
年
度
歯
科
部
事
業
に
つ
い
て

　
・ 

歯
科
市
民
集
会

　    

…
会
場
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
を
確
認
し
た
。

　
・ 

札
幌
歯
科
医
師
会
と
の
懇
談
会

　    

…
当
日
の
担
当
者
を
確
認
し
た
。

　
・ 

歯
科
保
険
診
療
・
審
査
に
関
す
る
講
習
会

　    

…
12
月
20
日
に
開
催
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
・ 

歯
科
臨
床
講
演
会

　    

…
当
日
の
担
当
者
を
確
認
し
た
。

②
新
規
開
業
実
務
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て

    

・  

歯
科
の
担
当
講
師
を
確
認
し
た
。

③
そ
の
他

    

・  

歯
科
保
険
診
療
研
究（　

／
５
号
）の
確
認
を
行
っ
た
。

第
８
回
歯
科
部
担
当
理
事
会（
11
月
12
日
）

歯
科
部
だ
よ
り

※
次
回 

２
０
２
５
年
度
第
９
回
歯
科
部
担
当
理
事
会

…
12
月
10
日（
水
）午
後
７
時

保
健
福
祉
部

健
康
づ
く
り
課

八幡　大悟 先生
やはた だいご

療
所
が
52
院
と
、
歯
科
診
療

所
が
40
院
あ
り
、
救
急
特
定

病
床
19
床
を
含
む
１
９
０
床

を
有
す
る
千
歳
市
立
市
民
病

院
は
、
近
隣
市
町
を
含
む
地

域
の
基
幹
病
院
と
し
て
中
核

的
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、

２
０
１
７
年
９
月
に
開
設
し

た
千
歳
市
休
日
夜
間
急
病
セ

ン
タ
ー（
さ
さ
え
ー
る
）で
は
、

休
日
や
夜
間
の
内
科
系
初
期

救
急
を
通
年
で
実
施
し
て
お

り
ま
す
が
、
地
域
偏
在
や
診

療
科
偏
在
に
よ
る
医
師
不
足

な
ど
、
医
療
を
取
り
巻
く
状

況
は
本
市
に
お
い
て
も
同
様

の
課
題
で
あ
り
、
外
科
系
の

初
期
救
急
に
つ
い
て
は
、
医

師
会
の
協
力
を
得
て
実
施
し

つ
つ
も
、
空
白
日
が
生
じ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
全
国
的
に
も
老
年
人
口
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
中
、
安

定
し
た
医
療
体
制
の
確
立
・

維
持
は
重
要
な
施
策
で
あ
り
、

今
後
、
半
導
体
関
連
産
業
の

集
積
に
よ
る
人
口
の
増
加
が

見
込
ま
れ
て
い
る
本
市
は
、

２
０
２
６
年
に
千
歳
空
港
開

港
１
０
０
周
年
を
迎
え
、
次

の
１
０
０
年
に
向
け
て
さ
ら

な
る
発
展
を
目
指
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
医
療
関
係
者
の

方
々
に
は
本
市
に
興
味
を
持

っ
て
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
、
定

住
を
ご
検
討
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

施
設
、
空
港
な
ど
の
都
市
機

能
が
集
中
し
、
丘
陵
地
帯
が

広
が
る
東
部
で
は
農
業
が
盛

ん
に
行
わ
れ
、
住
環
境
と
自

然
が
調
和
し
た
ま
ち
で
す
。

　
ま
た
、
札
幌
市
や
苫
小
牧

市
な
ど
４
市
４
町
と
隣
接
し

て
お
り
、
近
隣
都
市
へ
の
交

通
ア
ク
セ
ス
が
良
い
だ
け
で

は
な
く
、
年
間
乗
降
客
数
が

２
０
０
０
万
人
を
超
え
る
新

千
歳
空
港
を
擁
す
る
た
め
、

国
内
外
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
良

好
で
す
。

　
２
０
２
５
年
４
月
１
日
現

在
、
市
内
に
は
、
病
院
・
診

　
北
海
道
の
中
南
部
に
位
置

す
る
千
歳
市
は
東
西
に
長
く
、

西
部
は
国
立
公
園
に
指
定
さ

れ
た
支
笏
湖
地
域
、
中
央
部

の
市
街
地
に
は
住
宅
や
商
業

千
歳
市

人
と
世
界
を
つ
な
ぐ
、空
の
ま
ち

　
11
月
８
日
、
２
０
２
５
年

度
支
部
長
会
を
開
催
し
た
。

支
部
長
12
人
と
会
長
ら
執
行

部
が
出
席
し
、
地
域
医
療
の

現
状
や
活
動
の
報
告
、
今
後

の
事
業
計
画
、
会
員
拡
大
策

に
つ
い
て
活
発
に
意
見
を
交

わ
し
た
。

　
冒
頭
、
橋
本
会
長
が
「
医

療
機
関
を
取
り
巻
く
環
境
は

極
め
て
厳
し
く
、
北
海
道
だ

け
で
な
く
全
国
的
に
会
員
数

が
減
少
傾
向
に
あ
る
。こ
う
し

た
状
況
下
で
も
会
員
増
を
目

指
し
、忌
憚
の
な
い
意
見
を
い

た
だ
き
た
い
」と
挨
拶
し
た
。

　
続
い
て
執
行
部
よ
り
、
今

年
度
取
り
組
ん
で
い
る
医
療

運
動
や
次
回
代
議
員
総
会
に

向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案
、

現
在
の
財
政
状
況
等
が
説
明

さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
各
支
部
長
か
ら

支
部
の
今
年
度
の
活
動
状
況

や
来
年
度
の
予
算
要
求
等
に

つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
た
。

支
部
長
か
ら
は
「
高
齢
化
や

若
手
医
師
の
参
入
減
で
活
動

が
難
し
い
」「
地
域
で
小
児
科

医
が
不
足
し
て
い
る
」「
物
価

高
で
事
業
を
圧
迫
さ
れ
て
い

る
」
な
ど
課
題
が
挙
げ
ら
れ

た
一
方
、「
講
演
会
や
市
民
向

け
講
座
、
医
師
・
歯
科
医
師

同
士
の
交
流
の
機
会
を
設
け

る
な
ど
、
地
域
に
根
ざ
し
た

活
動
を
続
け
た
い
」
と
の
前

向
き
な
意
見
も
寄
せ
ら
れ
た
。

　
最
後
に
、
組
織
部
・
共
済

部
か
ら
会
員
拡
大
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
や
共
済
制
度
普
及
に

向
け
た
取
り
組
み
状
況
が
説

明
さ
れ
、
支
部
長
に
一
層
の

協
力
を
要
請
し
た
。

K a z u  L a n g u a g e s 

著

Ｓ 

Ｂ 

新 

書

最
強
の
外
国
語
習
得
法

ゼ
ロ
か
ら
12
ヵ
国
語
マ
ス
タ
ー
し
た
私
の

12

支
　
部
　
長
　
会

２
０
２
５
年
度

組織強化に向けた活動を議論

グループ保険

※お申込みの際は必ずパンフレットをご確認ください。
※グループ保険の募集は受託生命保険会社職員（富国・大樹・第一・日本・ソニー）と協力して行っています。
　キャンペーン期間中は職員からご案内させていただくこともありますので、ぜひご面談の機会をいただけ
　ますようお願いします。

加
入
日

45歳の加入例
保険金額　　　 6,000万円
月額保険料　（男性）9,840円
　　　　　　（女性）7,500円

12～1月は普及キャンペーン期間！

12月申込分→2026年3月1日加入
  １月申込分→2026年4月1日加入

昨年度の配当金は

（昨年度配当率に基づき計算）
保険料 4.9カ月分

剰余金が出た場合は配当でしっかり還元！
昨年度は40.84％のお返し！
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非金属補綴の保険適用
「非金属における適用部位と条件」

　2024年度診療報酬改定では、CAD/CAM冠やPEEK冠などの非金属
補綴材料の適用範囲が拡大されている。しかし、実際の運用において
は、適用条件が複雑で理解しにくいという声が多い。下図「非金属にお
ける適用部位と適用条件」では、各補綴種ごとに部位・咬合条件・算定
可否が整理されており、現場での判断の一助となるものである 　。
　下図と併せて留意すべき点を挙げる。
　第一に、金属アレルギーを理由にPEEK冠などを使用する場合には、
医科からの「金属アレルギーに関する診療情報提供書（添書）」が必要
とされており、歯科単独での判断は認められていない。
　第二に、CAD/CAM冠およびPEEK冠のうち、大臼歯への適用には咬
合支持条件や材料区分（Ⅰ～Ⅴ）の選択が求められ、診療報酬上の要
件を満たす必要がある。
　第三に、レジンインレーおよびCAD/CAMインレーは、いずれも隣接
面を含む症例に限定して算定可能である点である。
　これらの条件は、非金属材料の普及を進める上で重要な一方、現場
の判断を煩雑にし、普及の障壁ともなっている。金属アレルギー患者へ
の対応、咬合支持の有無、材料の選択基準など、保険制度上の要件を
正確に理解し、適正な算定を行うことが求められる。

2026年改定の展望と保険請求の留意点

   お申し込み・お問い合わせは、事務局まで。　　  011- 231- 6281 　  011- 231- 6283 　  info＠h - hokenikai. com

　ここ数年で社会のあり方を大きく変えつつある「生成AI」について、AIを原理的に理解するための基礎
概念を紹介し、あわせて活用に欠かせない要素や、AIを安全に使ううえで重要なセキュリティの考え方を
わかりやすく整理。また、医療分野をはじめとする各領域の生成AIの応用事例など具体例を交えて解説します。

歯科保険請求・審査等に係る講習会
2025年度　政策部WEBセミナー

生成AIの世界：医療者が知っておくべき最新動向と活用法

例 ．対合の大臼歯が欠損である場合

欠損

欠損

欠損

欠損

欠損

算定可能（反対側に大臼歯の咬合支持がある）

は補綴予定部位

（出典：日刊歯科通信 2025年6月23日号　第7036号）

補綴種

M015 レジンインレー
硬質レジンジャケット冠

1

部位

下顎
上顎⑥⑥

⑥

⑥ ⑥⑦ ⑦・・ ・・

⑥ ⑦ ⑦

⑦⑦

2 3 4 5 6 7 8

M015-2 CAD/CAM冠

エンドクラウン
PEEK冠

（typeⅣ）

M015-3 CAD/CAMインレー
（複雑なもの）

（typeⅢ）
（typeⅢ）
（typeⅤ）

（typeⅠ・ⅡまたはⅢ**）

（typeⅢ）
（typeⅠ・ⅡまたはⅢ**）

* *

*△ *△ *△ *△ *△ *△ *△ *△ *×

×

装
着
す
る
部
位
の
反
対
側
に

大
臼
歯
に
よ
る
咬
合
支
持   

が
あ
る

*1

YES YES

YES

NO NO

NO

保険算定不可

保険算定適応可能
咬合支持がある
欠損または義歯装着
固定制ブリッジを含む
固定制ブリッジまたは後継永久歯が
先天性に欠如している乳歯を含む

当該補綴部位の対合歯が
欠損であり、当該補綴部位
の近心側隣在歯までの咬合
支持   がある

同側に大臼歯による咬合
支持がある

*2

*1

*2

7 6
7

6
6

6
6

7
76

7
7

7
7

6
6

7
7

7
7

6
6

6
6

7 6
7

6
6

6
6

7
7

6

6 5 4
5 4

4 5
4 5

4 5
4 5

6

6

7
7

または

6
6

6
6

6
6

7
7

7
7

7
76

5 4
5 4

または

または

または

×

図 非金属における適用部位と適用条件

　具体的な事例を下に掲載する。

例 ．対合の大臼歯が欠損である場合

算定不可（反対側に大臼歯の咬合支持がない）

欠損

は補綴予定部位

欠損

欠損

欠損 欠損 欠損

例 ．対合の大臼歯が欠損である場合

欠損

欠損

欠損

欠損

欠損

算定不可（同側の隣在歯までの咬合支持がない）

は補綴予定部位

欠損

欠損

例 ．反対側に欠損（ブリッジ）がある場合

欠損

算定可能（反対側に大臼歯の咬合支持がある）

は補綴予定部位

例 ．反対側に欠損（ブリッジ）がある場合

欠損

算定不可（反対側に大臼歯の咬合支持がない）

欠損

は補綴予定部位

* 　   金属アレルギーを有する患者において大臼歯に使用する場合算定可能
** 　 CAD/CAM冠用材料（Ⅲ）を小臼歯に使用した場合の材料料は「小臼歯」により算定する
　      算定可能
△　 チャートへ
　      算定不可

2026年1月24日（土）15時～16時30分
Zoomウェビナー利用
町田 洋一 氏
（亀田総合病院放射線科部長／ハップ・インテリジェンス代表取締役）

会員及び会員所属医療機関の職員
無料

■日　時：12月20日（土） 15時～17時

■講　師：田辺　隆 北海道保険医会 歯科部 部長
全国保険医団体連合会 副会長

■開　催：ハイブリット形式（Zoomウェビナー利用）
                  （※本会会議室参加は先着30人）

■対　象：歯科会員
■参加料：無料
■締　切：12月12日（金）

：日 時

：講 師
：開 催

：対 象

：参 加 費

Tel Fax Eメール 

図

〈会場参加〉〈WEB参加〉
【申込フォーム】 【申込フォーム】


